
術前：（   ）度  

ねmo】－Otibialang】e【数値記入】  

術後：（   ）度  

日整会OA膝関節治療成績判定基準  ）点  

（JOAスコア）【数値記入】   術後：（  ）点（判定年月日 年 月 日）  

日整会RA膝関節治療成績判定基準  術前：（   ）点  

（JOAスコア）【数値記入】  術後：（  ）点（判定年月日 年 月 日）  

早期合併症（術後1ケ月末満）   なし  
術後創感染  
（創の遷延治療を含む）【択一】  あり  

インプラント感染【択一】  
なし  

あり  

術後肺炎【択一】  
なし  

あり  

DVTまたは肺塞栓症【択一】  
なし  

あり  

その他、術前に存在しなかった  なし  
非可逆的な障害の有無【択一】  

術  あり（障害の種類：  ）  

後  なし  
情  loosening【択一】  

報  
あり  

インプラント破損【択一】  
なし  

あり  

なし  
インプラント感染【択一】  

あり  

なし  
クリニカルパス使用の有無【択一】  

あり  

車椅子移動の開始：術後（ ）病日  
手術日から退院日（または07年4月30日）ま での経過【数値記入】       歩行訓練の開始：術後（  

）病日  

退院：術後（ ）病日  

治癒退院  

軽快退院  
転帰【数値記入】  転院  

転科  

死亡  

予定外の再入院の有無【択一】  なし  

あり   
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外科手術調査2006   

症例票  

06年11月1日～07年3月31日の期間に、当該医療楼閣でその  

手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は06年11月1  
日～07年4月30日の期間に退院（死亡・転院・転科を含む）し  
た患者の退院時．および、07年4月30日時点で入院中の患者に  
ついては同日時点で行うものとする。  

［術武名：人工股関節置換術］  

50例未満  

「主たる術者」の  50～100例未満  
人工股関節置換術の術者経験数  
【択w】  

100～500例未満  

500例以上  

術  
人工股関節置換術の術者経験数  

50例未満  

者 情 報  

る術者の指導もしくは手術連行時の最  100～500例未満  
終意思決定権を有していた医師を指  
す。）  
【択一】  

500例以上  

「主たる術者」と「手術チームの実施責  同一  
任者」は異なるか【択一】  異なる   

患者の手術時年齢【数値記入】   （）歳  

性別【択一】  
男  

女  

身長【数値記入】   （ ）cm  

体重【数値記入】   （ ）kg  

変形性股関節症  

大腿骨頭壊死  

基礎疾患【択一】  関節リウマチ  

大腿骨頚部骨折  

その他  

骨粗髭症の有無【択一】  なし  

（＊骨粗餐症の診断基準にしたがう）  あり  

術  なし  

前   
情  

あり・現在は服用していない  

報  あり・現在も服用中  

高血圧症【択一】  
なし  

あり  

なし  

あり－無治療  
糖尿病の有無【択一】  

あり・食事療法等のみ、または経口糖尿病薬治療中  

あり・インスリン注射使用者  

慢性閉塞性呼吸器疾患の有無【択一】  なし  

あり  

脳血管障害の既往【択一】  なし  

あり  

心疾患の有無【択一】  なし  

あり   
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初回手術  

初回・再手術の別【択一】  再手術（前回、骨切り術）  

再手術（前回、人工関節置換術）  

左  

患側【択一】  右  

両側同時手術の左  

両側同時手術の右  

conventionalTHA  

術式【択一】  MISoneincisionTHA  

MIStwoinc，isionTHA  

コンピューターナビゲーションの併用  なし  
【択一】  

あり  

金属－ポリエチレン  

人工股関節の摺動面の材質【択一】  金属一金属  

セラミックーポリエチレン  

セラミックーセラミック  

人工股関節固定法【択一】  セメンテッド  
手  

セメントレス  
術  
情  セメンテッド  
報  セメントレス  

骨移植の有無【択一】  なし  

あり  

脊椎麻酔  

麻酔法（複数選択可）  
硬膜外麻酔  

全身麻酔  

その他  

手術時間【数値記入】   （ ）時間（）分  

術中出血量【数値記入】   （ ）ml  

なし  

輸血【択一】  自己血（貯血式または回収式）  

同種血  

なし  

術中骨折【択一】  あり（処置あり）  

あり（処置なし）  

術中の神経血管損傷【択一】  
なし  

あり  

手術実施年月日【数値記入】   年 月  日   
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日整会股関節治療成績判定基準  術前：（   ）点  

（JOAスコア）【数値記入】  術後：（   ）点（判定年月日 年 月  日）  

早期合併症（術後1ケ月未満）【択鵬】   
術後創感染  

なし  

（創の遷延治療を含む）  あり  

なし  
脱臼【択一一】  

あり  

インプラント感染【択一】  
なし  

あり  

術後肺炎【択一】  
なし  

あり  

なし  
DVTまたは肺塞栓症【択一】  

あり  

その他、術前に存在しなかった  
非可逆的な障害の有無【択一】  

）  

後期合併症（術後1ケ月以上）【択一】  なし  
術  】00Seni112  

後  
あり  

情  
インプラント破損【択一】  

なし  

報  あり  

脱臼【択一一】  
なし  

あり  

インプラント感染【択一】  
なし  

あり  

クリニかレバス使用の有無【択一】  
なし  

あり  

車椅子移動の開始：術後（ ）病日  
手術日から退院］（または07年4月30 日）までの経過数値記入       歩行訓練の開始：術後（  

【】  ）病日  

退院：術後（ ）病日  

治癒退院  

軽快退院  
転帰【択一】  転院  

転科  
死亡  

予定外の再入院の有無【択一】  
なし  

あり   
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（4）日本脳神経外科学会  

脳外科手術調査2006  

医療機開票   

＊複数の異なる診療科・講座で個別に実施している場合には、別の医療機関として別々に回答してください。  

都道府県  

医療機関名  

回答診療科名または講座名など  

当該科（講座）での年間の開頭手術件数  件  

当該科（講座）での年間の脳動脈瘍クリッビング手術件数  件  

当該科（講座）での年間の脳動脈癌コイリンダ手術件数  件  

上記♯計期間   H17年鹿   

回答者氏名  

回答者t子メールアト●レス（問い合わせ用）  

※データ解析時には医療機関名、診療科（講座）名、回答者情報は削除されます。  
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症例票  

動脈瘡ごとに縦方向にデーづとしてください。症例ごとではありません。複数の動脈癌を持つ症例には同じ症例番号を入れて  

ください。また、一度に複数のクリッピングを行った場合は”同時に処置した動脈癌番号”の項目に動脈癌番号を記入して〈だ  

さい。3つ同時の場合は、最も若い番号を記入してください。  

お手元に参照表を保存してください  

数（二総数）   個  

症例内の番号で主たる4個以内  

a．当該部位の初回手術  

b．待期的分割手術の2度目以降  
c．予期しない合併症による再手術  

病疫番号   複数の場合は若い番号を一つ記載  

IC：内頚動脈  

MC：中大脳動脈  

AC：前大脳動脈  

VA：椎骨動脈  

E：その他  

乱5mm未満  

b．5mm以上10mm未満  

c．10mm以上15mm未満  

d．15mm以上20mm未満  

e．20mm以上  

a．左  

b．右  

c．正中  

a．関頭クリッピング  

b．血管内治療（コイリング）  

a．なし  

b．あり  

記入例（2006／01）  

ml  

a．なし  

b．あリ  

a．なし  

b．あリ  

a．なし  

b．あリ  

a．なし  
し膜炎  

b．あリ  

a．なし  

b．あり  

記入例（2006／01／01）  

までの日数   日（自動）   0   0   0   

症例番号  

多発動脈瘡？個数  

動脈癌番号  

手術区分  

同時処置した動脈  

動脈瘡の部位  

動脈瘡のサイズ  

動脈痺の側  

実施術式  

術中破裂の有無  

実施年月  

手術時問  

術中出血量  

術後頭蓋内出血  

術後の脳梗塞  

術後の水頭症  

術後の細菌性髄  

術後の肺塞栓  

退院日  

手術日から退院   
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0．全く症状なし  

1．何らかの症状はあるが障害はな  

い：通常の仕事や活動は全て行える  

2．軽微な障害：これまでの活動の  

退院（転科・転院を含む）の時点でのmodjfiedRankin  
全てはできないが身のまわりのこと  

Scale  
は援助なでできる3．中等度の障害：  

何らかの援助を要するが援助なしで  

歩行できる  

4．中等度から重度の障害：援助な  

しでは歩行できず，身のまわりのこと  

もできない  

患者の手術時年齢   歳  

患者の性別   
a．男  

b．女  

a．なし  

b．あり・無治療  

術前の糖尿病の有無  
c．あり・食事療法等のみ、または経  

ロ糖尿病薬治療中  

d．ありインスリン注射使用者  

e．不明  

a．なし  

術前の高血圧の有無  b．あリ  

c．不明  

a．なし  

術前の慢性閉塞性肺疾患（COPD）の有無  b．あり  

c．不明  

a．なし  

術前の狭心症り♭筋梗塞  b．あり  

c．不明  

a．なし  

術前の高脂血症の有無  b．あり  

c．不明  

a．なし  
脳血管障害の既往又は画像所見（含、無症候性脳    b．あり  

梗塞）の有無  
c．不明  

a．頭痛やめまいなどの精査で発見  

動脈療の発見の契機  b．脳ドック  

c．その他  

担当医   医師番号  

主たる術者   医師番号  

手術チームの実質責任者   医師番号  

以下はカラムBのみに記載  

回答者氏名  

回答者メールアドレス（連絡用）  

医療機関名  
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（5）日本外科学会  

外科手術調査2006  
医療機関葉  

★複数の異なる診療科・講座で個別に実施している場合には、別の医療機関として別々に回答してください。  

都遭府県  
l   

匡正亜開名  

回答診♯料名または撫座名など  

消化器手術・総件数  件  

膵噴十二相加切除術  件  

当駄科（ホ座）での  寧導癌におけるt遭（王）全稗術  件  

年間手術件数  結腸癌における鵬薩♯下軸埴陰術  件  

止膿瘍l土おける鷹鵬切除甫／切鏡癒  件  

乳腺悪性塵■における根ぬ手術  件  

上申▲計期Ⅶ（どちらかを遭択）  H17．4～H18．3／H17．l～H17．12   

回答者氏名  

回答者電子メールアドレス（問い合わせ用）  
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外科手術調査2006   06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療機関でそ  
の手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は06年11月  

症例黒  こ  
ついては同日時点で行うものとする。   

【術式名：食道癌における食道（亜）全摘術】  

主たる術者のこの術式の術者と ののン    a．20例未満 b．20～50例未満 c．50～100例未満 d．100例以上  
して総経験数ラク  

術  
者  

情  
の術式の術者としての総経験数  

のランク  

主たる術者と手術チームの実施  

責任者は異なるか  異なる   

患者の手術時年齢   （ ）歳  

男  
患者の性別  

女  

なし  
術前の放射線治療の有無  

あり  線量（）Gy  

なし  
術前の化学治療の有無  

あり  

頚部  
日り  
情  

胸部上部  

報                                                 癌の部位  胸部中部  

胸部下部  

食道胃接合部  

0  

1  

臨床ステージ  
（食道癌取扱い規約）  

IV   

頚部、胸部，腹部の操作によるもの  

胸部，腹部の換作によるもの  
実施手術  

腹部の操作によるもの  

その他  

後縦隔（胸腔内を含む）  

再建経路  胸壁前  
手  
術  胸壁後  

情  
報  

右開胸  

左開胸  
開胸  

鏡視下手術  

開胸なし  

手術時間   （ ）時間（ ）分  

術中出血量   （ ）ml＊術中の胸腔ドレーン出血を含む  

手術実施年月日   年 月 日（西暦）   
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なし  
術後の放射線治療の有無  

あり  線量（）Gy  

なし  
術後の化学治療の有無  

あり  

なし  
再開胸止血操作の有無  

あり  

なし  
術  

後  
あり  

情  なし  
報  

あり  

生存退院  
退院時（または07年3月30日）の 転帰          死亡退院  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  

かった非可逆的な障害の有無  あり（障害の種類：  
）  

退院年月日  年 月  日（酉I昏）   
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外科手術調査2006   

症例票  

06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療機関でそ  
の手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は06年11月  
1日～07年3月30日の期間に退院（死亡・転院・転科を含む）  
した患者の退院時および、07年3月30日時点で入院中の患者に  
ついては同日時点で行うものとする。  

［膵頭十二指腸切除術】 ＊原疾患は悪性腫癌および良性疾患の双方を含む  

主たる術者のこの術式の術者とし  
ての総経験数のランク  

a．10例未満 b．10～20例未満 ぐ．．20～50例未満 d．50例以上  

術  
者  

情 報  

a．10例未満 b．10～20例未満 c．20～50例未満 d．50例以上  

主たる術者と手術チームの実施  同一  
責任者は異なるか  異なる   

患者の手術時年齢  （ ）歳  

患者の性別  
男  

女  

なし  

あり・無治療  
術前の糖尿病の有無  

あり・食事療法等のみ、または経口糖尿病薬治療中  

術  ありインスリン注射使用者   
別  
情  膵頭部癌，  

報   胆管癌  
原疾患  

十二指腸乳頭部癌  

良性疾患（良性腫瘍、慢性月草炎、外傷など）  

l  

臨床ステージ（癌の場合）  

川  

IV   

幽門輪温存  

実施手術（複数選択）  大動脈周囲リンパ節郭清  
手  
術  門脈合併切除  

情                      手術時間   
報  

（ ）時間（）分  

術中出血量   （ ）ml  

手術実施年月日   年 月  日（西暦）  



術後の化学療法の有無  
なし  

あり  

術後の胆管炎  
なし  

あり  

縫合不全  
なし  

あり  

術  なし  

後  あり  
情  
報  

なし  

あり  

生存退院  
退院時（または（）7年3月30日）の  

死亡退院  転帰  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  

かった非可逆的な障害の有無  あり（障害の種類：  
）  

退院年月日   年 月  日（西暦）   

「主たる術者」とは，当該手術において最も重要な手技を実行した者であ  

る。   

「手術チームの責任者」とは，当該手術に手洗いして参加し，当該手術の  

方針や進行に関する意思決定を下した看である。したがって，「主たる術  
者」とは必ずしも一致しない。  
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外科手術調査2006  

症例票  

06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療機関でそ  
の手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は06年11月  
1日～07年3月30日の期間に退院（死亡・転院・転科を含む）  
した患者の退院時および、07年3月30日時点で入院中の患者に  
ついては同日時点で行うものとする。  

［術武名：結腸癌における腹腔鏡下結腸切除術］  

主たる術者のこの術式の術者とし ての験のランク    a．30例未満 b．30～100例未満 c．100～200例未満 d．200例以上  
総経数  

術  
者             手術チームの実施責任者の、こ   

の術式の術者としての総経験数  a．30例未満 b．30～100例未満 c．100～200例未満 d．200例   

のランク          報  
以上  

主たる術者と手術チームの実施  同一  
責任者は異なるか  異なる   

a．当該部位の腫瘍切除に関する初回手術  

再手術区分  b．待期的分割手術の2度目以降  

c．予期しない閉塞や合併症による再手術  

患者の手術時年齢   （ ）歳  

男  
患者の性別  

女  

盲腸  
術  

上行結腸  

情                                         癌の部位  
報  

横行結腸  

下行結腸  

S状結腸  

0  

I  

臨床ステージ  

TV   

結腸部分切除  

回盲部切除  

S状結腸切除  
実施手術  

手  結腸右半切除  
術  

情  結腸左半切除  

報  結腸全摘  

手術時間   （ ）時間（）分  

術中出血量   （ ）ml  

手術実施年月日   年 月  日（西暦）   
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なし  
術後の化学療法の有無  

あり  

なし  
縫合不全の有無  

あり  

なし  
術  

後  あり  

情  生存退院  
報  

転帰  死亡退院  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  

かった非可逆的な障害の有無  あり（障害の穐頬：  
）  

退院年月日   年 月 日（西暦）   
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06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療機  
関でその手術を受けた患者を調査対象とし、症例葉の作成は  
06年11月1日～07年3月30日の期間に退院（死亡・  
転院・転科を含む）した患者の退院時および、07年3月3  
0日時点で入院中の患者については同日時点で行うものとす  
る。  

外科手術調査2006   

症例票  

［術武名：直腸癌における直腸切除術／切断術］  

主たる術者のこの術式の術者と  
しての総経験数のランク  

術  
者          手術チームの実施責任者の、こ   

の術式の術者としての総経験数  a．50例未満 b．50～100例未満 c．100～500例未満 d．500   

のランク          報  
例以上  

主たる術者と手術チームの実施  

責任者は異なるか  異なる   

a，当該部位の腫瘍切除に関する初回手術  

再手術区分  b．待期的分割手術の2度目以降  

c．予期しない閉塞や合併症による再手術  

患者の手術時年齢   （）歳  

患者の†生別  
男  

術  
女  

前  RS  

情                                        癌の部位  
報  

Ra  

Rb  

0  

Ⅰ  

臨床ステージ  

IV   

高位前方切除術  

実施手術  
低位前方切除術  

手  Hartmann手術  
術  
情  直腸切断術（Miles）  

報                           手術時問   （ ）時間（）分  

術中出血量   （ ）ml  

手術実施年月日   年 月  日（西暦）   
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なし  
術後の化学培法の有無  

あり  

なし  
縫合不全  

あり  

術後の骨髄死腔炎の有無  
なし  

術  
あり  

後  なし  
情  

報  
あり  

生存退院  
退院時（または01’年3月30日）の  

転帰  死亡退院  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  

かった非可逆的な障害の有無  あり（障害の種類ニ  
）  

退院年月日   年 月  日（西暦）   
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外科手術調査2006  

症例票  

06年11月1日～07年2月28日の期間に、当該医療機関でそ  
の手術を受けた患者を調査対象とし、症例票の作成は06年11月  
1日～07年3月30日の期間に退院（死亡・転院・転科を含む）  
した患者の退院時および、07年3月30日時点で入院中の患者に  
ついては同日時点で行うものとする。  

［術式名：乳腺悪性腫瘍における根治手術］  

主たる術者のこの術式の術者とし  
a．50例未満 b．50～100例未満 c．100～500例未満 d．500例以上  

ての総経験数のランク  
術  
者  

の術式の術者としての総経験数  
a．50例未満b．50～100例未満c．100～500例未満d．500例以  

情  
上  

報  

主たる術者と手術チームの実施  同一  

責任者は異なるか  異なる   

患者の手術時年齢   （ ）歳  

女  
患者の性別  

男  

右  

癌の部位  左  

術  両側   

情  
0  

報   

ⅠIa  

臨床ステージ  Ilb  

ⅠⅠIa  

11Ib  

lV   

乳房温存手術  

実施手術  
胸筋温存乳房切除術（Patev．Auchincloss）  

胸筋合併乳房切除術（Halsted）  
手  
術  なし  

情  
センチネルリンパ節生検の実施  

報  
あり  

手術時間   （ ）時間（ ）分  

術中出血量   （ ）ml  

手術実施年月日   年 月  日（西暦）   

4了   



なし  
術後の化学療法の有無  

あり  

なし  
術後の内分泌療法の有無  

あり  

なし  
術  

後  
あり  

情  
報  

生存退ド完  

退院時（または07年3月30日）の  
転帰  死亡退院  

07年3月30日現在入院中  

上記生存時、術前に存在しな  なし  

かった非可逆的な障害の有無  
あり（障害の種類：  ）  

退院年月R   年 月  日（西暦）   
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（6）日本胸部外科学会  

医療機関票  

都道府県  

医療機関名  

回答診ホ科名また  
は講座名など  

回答者氏名  

回答者電子メール  

アドレス（間合用）  
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棚壬2007【村名朋ノくイパス 
晰行で臥してください ⊂コはプルダウンから選択します蛸イトルのコメン  

栴春情t  書証什t  

r主たる締着」のバイ  r手術チームの実施責  r主たる術舌」と†手術   
術前血清ク  

の術舌経験数   緊急区分  再手術区分  患者の手術  患者の性別  慢性閉塞性  術前の糖尿   レアチニン  術前の透析  脳血管障害  ASO／AÅA   バス手術の術書経  験勤  住着」の／くイバス手術    チームの実施東庄壱」  は異なるか？    時年齢   呼吸器疾患 の有ホ  病の有無  値 〉2．Omヱ／d  治癒の有無  の既往  のl既往  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

22  

Z3  

24  

25  

26  

27  

28  

29  

30  

31  

32  
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小も（セル右上の1印）一統お■いします  

手術情報   

グラフト   手術B   
（百倍）  

術前の重症  術前左玉造 影lこおける  lひエ⊃－そ の他におけ  術前l平価に  LMT病変の  急性心筋梗  不安定狭■b  術前の捕助  人工心肺の使用      心不全の有  ●  てvEF僅 （％）  るLVEF〈4飢 の低左心機 能の有■  おける病変 枚数  有♯  妄の有無  症の有■  花Ⅱ施行  
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術後情報   

術前に存在し  
手術日からの  

術後の補助  再開胸止血  術後呼吸艶  術後縦隔炎   なかった非可  退院時  左記 死亡   
管障害の有   の王云帰   非心臓死の  退院日      合併症の有   ＝  ・ ′∴  （またはD7年3月31日）  の場合．死    白（または  循環施行  繰作の有ホ   の有無  繰咋冨・給血    場合の死国  （西暦）  07年3月31日）    無        l∃    までの日数  
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外科手術¶暮2007【解式名：弁旗虚手術】  
症例幕  酎量例／1行で七人してください ［：：：：コはプルダウンから選札ます  

鞭■簡■  

「主たる術看」の弁撲  r手術チームの実施丈  r主たる斬看」と一手術   
備前血清ク   

桁書経鼓数   緊急区分  再手術区分  患者の千綿 踏年齢  患者の性別  慢性閉塞性  術前の鞄尿 病の有無    術前の透析 治療の石女   症手術の桁看桂積  敵  任舌一の弁経症千絹の    チームの実施責任看J  は異なるか？      呼吸器疾患 の石丸   レアチニン 櫨 〉2 
．αn〃－d   

2  

3  

4  

5  

6  

丁  
8  

9  

10  

12  

30  
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項目タイトルのコメントも（セル右上脚l印）一統お1いしまナ  
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手術情朝  術後惰劇   

術式（複数選択可）  

犠i顧‡に存石し  手術Bから  

対して  対して  対して  対して  C人BGの併施  羊蹄日  術後の補助  再嵐輪止血  栴級呼吸羊 合併症の右  術後縦陽炎   なかった那可 違約なF神 ’血   退院時 （またはOT年3月31日）  左l己死亡 の場合．死  非心屁死の  過l完B   の退院日（ま たはD7年ユ月  大動脈弁に  膚帽井に  三尖弁に  肺動脈弁に           （西暦）  罰l粒行  瞼作の有た  無  の有k  l重任書・且 瞥■暮の事  
●   

日数  
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外科手術臍査2007【術式名：肺悪性鷹欄手術、胸腔★下肺悪性腫ヰ手術】  
症例■  楽1症例／1抒で記入してください I lはプルダウンから遥圭嘱目タイトルのコメン  

惰書什t  繊蘭惰t  

「主たる街着」の当 該桶式の締着経験   
数   ≒t・Tノ   ムの施衰任」 は異なるか？   器疾患の有無   

（mg′′dl）   

2  

3  

4  

6  

7  

8  

9  

1D  

12  

13  

14  

15  

166 

17  

18  

19  

20  

22  

23  

24  

25  

26  
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小もー艶お■いします  

事情惰t   

患側  術式  切除範遷  リンパ節 瓢清範囲  手術時間 （時）  手術時間 （分）  術中出血 1 凹  手術日 （西暦）  

5了   
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